
M
の
意
味
は
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

「
実
は
、
こ
こ
に
来
て
初
め
て
C
I

M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
」
と
、
九
州
地
方
整

備
局
企
画
部
技
術
管
理
課
の
阿
部
成
二

課
長
補
佐
は
明
か
す
。
「
わ
た
し
も
同

じ。

3
次
元
設
計
に
取
り
組
む
事
例
は

知
っ
て
い
た
が
、
国
土
交
通
省
全
体
で

試
行
に
乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
を
発
足
し
た
の
は
2
0
1
3年
7
月。

な
か
っ
た
」
と
、
乗
原
正
純
工
事
品
質
出
先
事
務
所
を
巻
き
込
む
形
で
、
整
備

調
整
官
も
赴
任
当
初
を
思
い
出
す
。
局
と
し
て
C
I
M
の
推
進
に
舵
(
か
じ
)

と
も
に
熊
本
河
川
国
道
事
務
所
か
ら
を
切
っ
た
。
同
年
9
月
か
ら
ロ
月
に
か

現
在
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
異
動
し
て
、
ま
け
て
全
7
地
区
で
実
施
し
た
説
明
会
に

も
な
く
1
年
が
経
過
す
る
。
大
き
く
変
は
、
事
務
所
か
ら
延
べ
約
2
5
0人
が

わ
っ
た
の
は
C
I
M
へ
の
理
解
度
で
あ
出
席
。

1
回
の
会
合
に
は
3
時
間
を
費

っ
た
。
事
務
所
時
代
は
現
場
の
最
前
線
や
し
た
。

C
I
M
の
概
念
説
明
に
と
ど

で
設
計
者
や
施
工
者
と
向
き
合
っ
て
き
ま
ら
ず
、
業
務
改
善
の
糸
口
に
つ
い
て

た
。
乗
原
氏
は
「
3
次
元
モ
デ
ル
を
次
も
出
席
者
か
ら
具
体
の
意
見
を
聞
き
、

の
工
程
に
受
け
渡
す
ス
キ
!
ム
が
確
立
課
題
整
理
を
行
っ
て
き
た
。

で
き
れ
ば
、
発
注
者
の
大
幅
な
業
務
改
検
討
会
が
周
知
徹
底
を
心
が
け
た
の

善
に
つ
な
が
る
糸
口
を
見
い
だ
せ
る
」
は
、

c
I
M
の
位
置
付
け
で
あ
っ
た
。

と
し
、
阿
部
氏
も
「
不
具
合
が
出
た
時
、
重
視
し
た
の
は
N
M
μ

の
部
分
。
通
常

す
ぐ
に
属
性
情
報
に
戻
れ
る
こ
と
が
今
の
「
モ
デ
リ
ン
グ
」
で
は
な
く
、
あ
え

後
の
維
持
管
理
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
て
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
使
う
こ
と
を

え
る
」
と
、

c
I
M導
入
の
効
果
に
つ
強
調
し
て
き
た
。
阿
部
氏
は
「
3
次
元

い
て
自
分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
る
化
す
る
こ
と
だ
け
が
C
I
M
で
あ
る
と

よ

う

に

な

っ

た

。

い

う

間

違

っ

た

認

識

を

取

り

除

く

こ

と

局
内
に
九
州
地
方
C
I
M導
入
検
討
に
力
を
注
い
だ
。
発
注
者
自
身
が
業
務

会
(
委
員
長
・
小
林
一
郎
熊
本
大
教
授
)
の
改
善
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
、

7
地
区
で
開
い
た
説
明
会
に
は
出
先
事
務
所

か
ら
延
べ

2
5
0人
が
出
席
し
た

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
C
I
M
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
手
法
」
で
あ
る
と
訴
え
る
。

発
注
者
の
中
に
は
C
I
M
の
試
行
導

入
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
業
務
量
が
増
加

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
感
が

広
が
っ
て
い
た
。
各
地
区
の
説
明
会
で

も
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
訴
え
る
意
見

が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
乗
原
氏
は

「
す
べ
て
を
3
次
元
化
す
る
の
で
は
な

く
、
部
分
的
に
取
り
入
れ
、
最
大
限
の

効
果
を
得
る
こ
と
が
大
切
。
そ
れ
に
は
、

し
っ
か
り
と
目
的
を
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
」
と
考
え
て
い
る
。

日
年
度
は
設
計
段
階
で
3
件
、
施
工

段
階
で
3
件
を
試
行
対
象
に
選
定
レ

た
。
他
の
整
備
局
に
比
べ
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
試
行
案
件
が
抽
出
で
き
た
の
も
検

討
会
に
よ
る
課
題
整
理
が
下
支
え
し
て

い
る
。
出
先
事
務
所
に
は
維
持
管
理
に

ま
で
3
次
元
モ
デ
ル
デ
l
タ
を
有
効
活

，
用
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
導
入
目
的
を

』
探
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
局
を
挙
げ
て
、

c
I
M
に
対
す
る
認
識
を
変
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
だ
。

「
凶
年
度
以
降
、

7
地
区
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
試
行
の
取
り
組
み
が
自
発
的
に
出

て
く
れ
ば
」
と
期
待
を
の
ぞ
か
せ
る
阿

部
氏
。
措
い
て
い
る
の
は
、
最
も
上
流

の
調
査
段
階
か
ら
順
を
追
っ
て
維
持
管

理
段
階
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
く
C
I

M
の
姿
だ
。
そ
れ
は
モ
デ
リ
ン
グ
で
は

な
く
、
ま
さ
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
C
I

M
で
あ
る
。
(
お
わ
り
・
西
原
一
仁
) 司
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